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TAの組織的活用による教育体制強化プログラム（TAP） 

2024年度 終了取組 
 
１ 取組名称 

高度技術職を目指した“やる気”向上プログラム ～南大沢と荒川の橋渡しコミュニケ
ーション～ 
 

２ 実施代表者名 
健康福祉学部放射線学科 准教授 畑 純一 

 
３ 対象期間 

2023～2024 年度（2年間） 
 
４ 取組概要 

将来診療放射線技師を目指す学生の向上意欲が低下しているという課題がある。本プ
ログラムで縦割りのコミュニケーションを主体とした意欲向上と学力の向上を実現
し、将来的には基礎学力の高い医療者もしくは技術者の輩出を目指す。 

 
５ 事後評価の総合評価（S, A, B, C, Dの五段階評価） 

A 
 
６ 事後評価に関する審査会での主な意見 
○2回の対面による議論を含め、先輩 SAが 1 年生グループの学習補助を行い、基礎科目
の単位不取得者を大幅に減少させるなど、学生のやる気を引き出す面で高い効果をあげ
た。 

○1年生の基礎科目の授業支援によって、単位取得率が向上した点は評価できる。また TA
からの専門的知識の伝承の点も、学生の学習のモチベーション維持の意味からは重要で
あると考えられる。 

●Webによるアドバイスが主体でもあり、先輩の話を聞くこと以外に実際の学習指導の面
でどこまで効果が上がっているのか、定量的な評価ができるとよい。理系科目について
は「理工なんでも相談室」の利用を勧めることも考えてよいのではないか。 

  


